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関西学院大学
学術成果情報発信システム とは

関西学院大学において作成された

電子的な学術研究成果を収集し、

恒久的に蓄積・保存し、

学内外に無償で発信するシステム

http://www.kwansei.ac.jp/
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注記：上記の図は名古屋大学が作成したものを一部加工したものです。

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システム 構築の経緯

電子図書館の検討 研究業績との連携

2004年 全学の情報環境整備委員会
検討事項に取り上げられる
情報システム会議で承認

2005年 実施計画検討WG

（副学長リーダ：図書館・研究推進機構・情報システム室）

2006年 実施WG 活動開始
学院の中長期計画に位置づけられている

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システム
登録対象成果物

・学術雑誌掲載論文

・学会発表資料

・科研費報告書

・学位論文・修士論文

・研究紀要論文

・COE報告書

・教育・研究資料（教材） など

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システムに
登録することによるメリット

１ 研究成果を広範囲に発信できる。
（可視性を高める）

２ 無料でアクセスできる論文のほうが、
多くの人に読まれ、引用されやすい。
（被引用率の向上）

３ 研究成果を大学側が責任を持って管理・保存する。
（永続的な保存）

４ 他の大学・研究機関との競争力を高める。

http://www.kwansei.ac.jp/


関西学院大学図書館 82006/9/1

学術成果情報発信システムに
登録することによるメリット

１ 研究成果を広範囲に発信できる。

（より多くの人が目にする機会を得る

→可視性を高める）

他の検索システムとの連携 Ｇｏｏｇｌｅ

ＪｕＮｉｉ(国立情報学研究所)

など

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システムに
登録することによるメリット

２ 無料でアクセスできる論文のほうが、

多くの人に読まれ、引用されやすい。

（被引用率の向上）

Stevan Harnad. Comparing the Impact of Open Access（OA）vs. Non-OA Articles in 

the Same Journals. D-Lib Magazine, v.10, no.6（June 2004）

http://www.dlib.org/dlib/june04/harnad/06harnad.html
http://www.dlib.org/dlib/june04/harnad/06harnad.html
http://www.dlib.org/dlib/june04/harnad/06harnad.html
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http://www.dlib.org/dlib/june04/harnad/06harnad.html
http://www.dlib.org/dlib/june04/harnad/06harnad.html
http://www.dlib.org/dlib/june04/harnad/06harnad.html
http://www.dlib.org/dlib/june04/harnad/06harnad.html
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http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システムに
登録することによるメリット

３ 研究成果を大学側が責任を持って管理・
保存する。 （永続的な保存）

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システムに
登録することによるメリット

４ 他の大学・研究機関との競争力を高める。

大学のブランド力の向上

他大学の先行事例

http://www.kwansei.ac.jp/
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先行事例

 北海道大学 : HUSCAP

 筑波大学 : つくばリポジトリ(Tulips-R)

 東京大学 : UT Repository

 千葉大学 : CURATOR

 名古屋大学 : Nagoya Repository

 広島大学 : 広島大学学術情報リポジトリ
 山口大学 : YUNOCA

 九州大学 : 九州大学学術情報リポジトリ（QIR）
 早稲田大学 : DSpace at Waseda University など

http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/index.ja.jsp
https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/dspace/index.jsp
https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/dspace/index.jsp
https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/dspace/index.jsp
https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/dspace/index.jsp
http://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/
http://mitizane.ll.chiba-u.jp/curator/index.html
http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp/dspace/index.jsp
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/portal/
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/portal/
http://petit.lib.yamaguchi-u.ac.jp/
https://qir.kyushu-u.ac.jp/
https://qir.kyushu-u.ac.jp/
https://qir.kyushu-u.ac.jp/
http://dspace.wul.waseda.ac.jp/dspace/index.jsp
http://www.kwansei.ac.jp/
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先行事例 北海道大学

http://www.kwansei.ac.jp/
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先行事例 筑波大学

http://www.kwansei.ac.jp/
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先行事例 東京大学

http://www.kwansei.ac.jp/
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先行事例 広島大学

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システムに
対しての疑問（１）

「よくわからない？」

→ 「学術成果情報発信システム」について
大学図書館のウェブサイトで
ご紹介しています。

http://library.kwansei.ac.jp/IR/IR.html

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システムに
対しての疑問

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システムに
対しての疑問（２）

「忙しくて…」

→ 大学図書館で代理登録いたします。
電子メールにファイルを添付してお送りください。

容量が大きいものは、記録媒体(CD-Rなど）を
学内便でお送りください。

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システムに
対しての疑問（３）

「著作権は大丈夫？」

→ 大学図書館で各出版元の許諾状況を
お調べします。

論文の「著者最終稿」の登録については
多くの出版社が許諾を与えています。

http://www.kwansei.ac.jp/


関西学院大学図書館 212006/9/1

学術成果情報発信システムに
対しての疑問

「著者最終稿」とは

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システムに
対しての疑問（４）

「まだ公開したくない、公開されるのは困る」

→ 公開レベル（公開・内部限定・一定期間非公開）は
選択できます。

※基本的には公開が原則です

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システムの開始時期

2007年１月から先行登録受付開始

2007年4月より
学術成果情報発信システム

公開

http://www.kwansei.ac.jp/
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学術成果情報発信システムに関する
お問い合わせ先

大学図書館 運営課 学術成果情報発信システム担当

Tel 0798-54-XXXX

内線 XXXXX

個別説明も行います。ご希望のかたはご連絡ください。

http://www.kwansei.ac.jp/
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ご清聴ありがとうございました。


